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MyMagazine:
顔に着目したデジタル雑誌のパーソナライズ
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日常生活において，ファッション情報の獲得手段として，ファッション誌は挙げられ
る．人によって生活スタ イルが異なるため，同じファッション誌に載っている情報が
全て使えるとは限らない．そこで，本研究では顔に着目し，ユーザと雑誌のモデルの
顔画像の置換により雑誌をパーソライズすることで，ユーザが雑誌に載っている服を
着ているようなイメージを提供することが可能な MyMagazine を提案する．
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The Personalization of Digital Magazines by Using Faces
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In our daily life, We can get fashion information from fashion magazines.
Different people have different lifestyles, and it is likely that those people will
not use every single information inside that magazine. So we provide an appli-
cation for a personalized digital magazine by using faces, which assists people
to judge whether the clothes in the magazines fit themselves well or not.
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1. は じ め に

ファッション情報はテレビ，ウェブサイト，新聞,雑誌,デジタルサイネージ など多様な
メディアを通して得ることができる．その中でも，年齢，性別，趣味など によって細かく
分類されているファッション誌は人気が高いものとなっており，注目を浴びている．ファッ
ション誌が提案しているのは，前述した実用的な情報としての流行する服と人気のショップ
に関する情報だけではない．読者にとってそれがどのような体験をもたらすものかを見せる
点も重要である．読者はファッション情報を知る以外，雑誌を購買する動機としては，生活
行動への参考や適用であると竹下氏と大田氏による調査より分かった [1][2]．ファッション
誌を読むときに，載っている服が自分に似合うどうかというこを悩む人は少なくない．種類
が充実されているファッション誌から，様々なファッション情報を獲得することができるが，
自分にとって有用であるかどうかを判断することは難しい．
人は顔から多くの情報を受けることができる．例えば，顔の特徴によって，人を見分ける
ことができる．顔は表情を通じて，人の喜怒哀楽を伝えることができる．他にも，人種，性
別，年齢などの情報も顔から得ることができる．一方で，人間が顔から様々な情報を受け取
ることを利用し，試着に関する VR（Visual Reality）の研究が盛んに行われている．しか
しながら，ユーザが限定されている場所に行かないといけない，使用機器が限られているな
どの理由より，普段の生活誰でも，どこでも使用することが難しいものは少なくない．
本研究では，人間の「顔」に着目し，顔画像の置換によって，ユーザが雑誌に載っている服
を着ているような画像を提供するアプリケーション：MyMagazineを提案する．MyMagazine

では，顔置換技術を用いて，雑誌のモデルの顔をあらかじめ登録されている読者の顔と置き
換え，どこでも誰でも気軽に試着しているような体験をするこをを目指す．

2. 関 連 研 究

2.1 試 着
服やヘアスタイルなどのファッションを変更することは，自己表現の手段や，変身願望を
満たすための手段として広く利用されている．我々が新しいファッションを試す時には，店
頭に飾られている衣服を試着したり，雑誌やカタログで新しい衣服を見て自分に似合うかど
うかを想像したりする．このような活動を支援するために，コンピュータグラフィクスや仮
想現実の分野では，多様なファッションを計算機で生成して，利用者に分かりやすく見せる
研究が盛んに行われている．その中では，仮想試着システムが知られている．仮想試着シス
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テムでは，3 次元計測する方法がしばしば用いられている3)，4)，5)．しかし 3 次元計測機器
は一般的に高価であり，測定したデータ量が大きく扱いにくい問題が存在する．衣服の表面
に配置されたマーカや特徴点などのパターン認識し，2次元的にテクスチャを重畳する方法
もある．リアルタイム性を実現しやすいが，人の動作によって，衣服全体に配置したパター
ンを検出することが難しいという問題がある．
2010年 11月に Google社は「Fashion Show with 画像検索」を提案し，Google画像検
索の結果をプロジェクターで投影し，ファッションショーを楽しむ広告を出した．これが試
着ような体験することができるが，自宅でプロジェクタと投影されるスクリーンを用意する
必要がある．
これらの既存研究においては，3次元計測機器，プロジェクタが必要になることや，マー
カを用意しないといけないこと，システムが置いてある場所に行かないといけないことな
ど，一般のユーザに適用することが難しい．本研究は手軽にパソコン上で実現するアプリ
ケーションを使うことで，ユーザに試着するような体験を提案する．
2.2 顔入れ替え技術
顔入れ替え技術は 3Dモデルまたは 2Dモデルを用いるものがある．3Dモデルを用いた
先行研究としては，最も知られているのは Blanz6) らの研究である．2Dモデルを用いた自
動顔入れ替え技術の中で，コロンビア大学の Computer Vision Laboratoryにて開発され
た Face Swapping7) がよく知られている．Face Swappingでは，画像が与えられると，そ
こから顔の領域を検出して，それをデータベース内の顔画像を入れ替えてしまう．
顔入れ替え技術の応用については，顔入れ替え技術を広告，ゲームなどに使われているこ
とがよくあり，商用化されるケースも少なくない．一つの例は 2010年 8月 20日から 10月
31日までにソネットエンタテイメント株式会社と株式会社カネボウ化粧品は「SALAあな
たも変身！北川景子」というケータイコンテンツサービスを提供していた8)．このサービス
は，ケータイで撮影した自分の顔写真を使って，「SALA」のイメージキャラクター「北川景
子さんに変身できる」無料なヘアスタイルのシミュレーションである．
本研究では，既存にある顔検出技術を用いて，雑誌に応用することで，ユーザが試着体験
可能なアプリケーションを提案する．

3. MyMagazineのコンセプト

本研究で提案するコンセプトを構築するため，ファッション誌の主なターゲットとなる読
者層がどのようにファッションを選んでいるかの調査を行った．

3.1 インタビューの設計
目的 　 20代の女性が服を買う際にどの要素に基づいて，自分に似合うかどうかを判断す
るかについて調べる．

方法 　本研究はユーザのニーズや新しい発見を得るために，定性調査を用いた．また，本
質を深く掘り下げるために相手との話が自由に変えて半構造化インタビューを適用する．

対象 　普段からファッションに興味を持ち，服のオリジナリティを重視している Tさんと
Eさんを選ぶことにした．

手順 　挨拶（インタビューの主旨説明）から始まり，インタビューの対象に研究協力依頼
書と研究倫理に関する誓約書を読んでもらい，研究承諾書にサインをしてもらう．次
に，なごみ（ラポールの形成），質問事項，インタビューで理解したことの内容に間違
いがないかなどの確認を行い，御礼で終了した．
本インタビューでの関心は目的に照らし合わせて以下のように設定する．
• 　服を買う前に情報の獲得する方法
• 　ファッション情報を獲得する場合に買い物に情報を生かす方法
• ファッション誌のモデルによる影響
• 　服を買う手段
• 　服を買う時の判断における要素
• 　服の購入における失敗談
上記の関心に基づき，質問の基本的な項目として，個々の質問項目を設定した．また，イ
ンタビュー対象の回答に応じて，以下の質問内容を追加した．
• 　普段どのようにファッション情報を得ていますか．
• 　ファッション情報を得た後に，どのような行動をしますか．
• 　ファッション誌に載っている服を着てみたいと思うことがありますか．
• 　通販を利用して服を買う時はありますか．
• 　雑誌もしくは通販カタログに載っている服が自分に合うかどうかについてどうのよう
に思いますか．

3.2 インタビューの実施と結果
ファッションに興味を持ち，服に気を使うことが多い Tさん（23歳）と Eさん（24歳）
二人の女性を対象とし，インタビューを行った．Tさんと Sさんのインタビュー結果をま
とめ，以下のように示す．
服を買う際に重視する要素： 　　
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• 　自分の体型と服のサイズ
• 　肌触り
• 　着ているイメージ

– 　髪型・髪色との相性
– 　顔型

• 　服のデザインが流行なものに左右されない（長持ち）
• 　自分が持っている服とのコーディネート

正しい判断ができない要因： 　　
• 　試着せずに服を買ってしまう

– 　しつこい店員さんに声をかけられる
– 　店の混み具合
– 　店員さんに気を使ってしまう
– 　通販で画像イメージでしか判断できない

• 　 店の良い雰囲気による影響で服が格好よく見える
• 　店で試着ときに店員さんからのコメント

正しく判断するための工夫： 　　
• 　試着してから買う
• 　試着できない通販で服を買わない
• 　雑誌やサイトに載っているモデルを信用しない
• 　店員さんのコメントをしっかり見分ける

3.3 インタビューの分析
インタビューの結果から，服を買う際に重視する要素が服のサイズ，肌触り，デザインと
いった個体的要素以外：イメージ，コーディネートなどにも重視されていることが分かった．
服のサイズ，肌触り，デザインなどの問題は実際に服を触ったり，店で実際に試着すること
で解決することが可能であるが，着ているイメージ，コーディネートで服が似合うかどうか
を判断する際は，試着しても店の雰囲気，店の混み具合，店員さんのコメント，店員さんへ
の気遣いなどに影響されることが大きく，自分が正しく判断することが難しいということが
分かった．
試着は服の購入にとって，重要な判断要素となっているが，Eさんのように試着しなけれ
ば絶対服を買わないというタイプは店舗まで足を運ばないといけないため，手間もかなりか
かってしまう．

また，ファッション誌に載っている服を見て，自分に似合うかどうかを判断するときに，
試着できないというデメリットがあるが，もう一つ無視することができない要因は雑誌の
モデルはほとんどきれいに映っているため，一般人である雑誌の読者にとって，自分に似合
うかどうかの参考にならないということが少なくない．インタビューの分析結果によって，
気軽に服が自分に似合うかどうかという判断のサポートが消費者にとって，重要なものであ
ることが分かった．
試着は最も良い判断の基準ではないかと思われているようだが，コーディネートを考慮す
る場合は，店での試着では不十分あり，店による影響も大きいという面から，難しい手段で
もあることが分かる．
3.4 MyMagazineの提案
顔と服が一体となったビジョンを実現するために，顔のイメージと服を着ている人のイ
メージが必要であることが分かる．店に行かずに済む気軽なサポートであることは，どこ
でも利用することができるコンピュータで実現することが考えられる．ほとんどの女性が
ファッション誌からファッション情報を収集することから，雑誌は服を買うための重要な参
考だと思われる．
ここでは，インタビュー結果による服を着ているイメージ：顔型，髪型・髪色に注目し，
雑誌モデルの顔を変えることで，ユーザが雑誌に載っている服を着ているようなイメージを
提供することができるではないという仮説を立てる．
本研究では，「顔」に着目し，顔画像の置換によって，ユーザが雑誌に載っている服を着て
いるような画像を提供することで，雑誌のパーソナライズを可能にするアプリケーション：
MyMagazineを提案する．（図 1）

4. MyMagazineの実装

4.1 開 発 環 境
MyMagazineの開発では，開発言語として C++を使用し，Windows上で開発を行った．
開発のための統合環境として，Microsoft Visual Studio 2010 C++を使用している．アプ
リケーションを作成にあたって，.NET Frameworkを利用し，C++/CLIを使用する．
4.2 OpenCVを用いた顔検出
MyMagazineの実装には OpenCVの顔検出器を利用する．OpenCVはオープンソース
の C++コンピュータビジョンライブラリである．OpenCV に実装されている顔検出テク
ニックは，斜めの特徴量を使うために Rainer Lienhart と Jochen Maydt9) により拡張さ
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(a) 一般的な雑誌 (b) MyMagazine のイメージ

図 1 本研究の提案（写真左：negative13 提供，右中央：jiazi 提供，右上：murate，右下：murata 提供）

れたバージョンである．
4.3 機能の実装

( 1 ) ページめくり機能MyMagazineは雑誌の感覚を出すために，雑誌が開いているよう
に左と右に分けて，雑誌の画像データを表示し，実際の雑誌のページめくるように閲
覧機能を追加した．

( 2 ) 髪なしの顔入れ替え機能
ユーザの顔写真をできるだけ自然に雑誌データの写真に自然に融合するため，髪と
いう要素を抜き，髪なしの顔入れ替え機能を作った．実践では，ユーザの顔写真から
Adobe社の Photoshopを用いて，背景を事前に処理した．OpenCVを用いて，ユー
ザ写真と雑誌モデル写真の顔検出を行い，ユーザ写真の顔サイズを雑誌モデルの顔サ
イズに合わせる．背景を除去する理由としては，背景に影響され，顔ではないところ
を顔だと認識する可能性を極力避けるためである．あるユーザの顔写真を撮り（図
2），PhotoShopを用いて背景を除いた後に，髪なしの顔写真（図 3）を用意した．

( 3 ) 髪つきの顔入れ替え機能（図 4）
ユーザに対してより実際に自分が服を試着しているかのような体験を提供するため
に，髪つきの顔入れ替え機能を作った．この機能を実現するために，髪なしの場合と
同様に PhotoShopを用いてあらかじめ背景を抜いたユーザ顔写真を用意した．この
機能もユーザ写真とモデル写真による顔検出を行っている．

( 4 ) 顔入れ替えを取り消し機能
顔入れ替えをその場で取り消す機能も追加した．ユーザはモデルイメージ，自分のイ
メージを両方確認することが繰り返しできる．

図 2 ユーザによる撮影写真

図 3 髪なしの顔写真

(a) ユーザ写真 (b) マスク写真

図 4 髪つきによる顔入れ替え機能の入力顔写真

( 5 ) ヘルプ機能
使用方法をテキストベースで説明するヘルプ機能も設計した（図 5）．

5. 実 行 結 果

ユーザ写真によるアプリケーション実行する結果は以下のように示す（図 6，図 7）．My-

Magazineアプリケーションの実行結果によって，システムが正しく動いていることが確か
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図 5 ヘルプ機能

(a) 髪なしの顔入れ替え結果 (b) 髪つきの顔入れ替え結果

図 6 実行結果（写真左：vuhung16plus 提供，右：Tonychen 提供）

めることができた．

6. 評 価

ユーザは服を自分に似合うかどうかを判断するに当たって，MyMagazineアプリケーショ
ンが役に立つかどうかを調べた．評価は，8枚のモデル写真データを用い，被験者は 3名と
した．MyMagazineは雑誌が開いているようにデザインをしたため，アプリケーションの
左右ページを含め，一度に 2枚の写真が表示される．MyMagazineアプリケーション上の
顔入れ替え機能なしの場合と顔入れ替え機能ありの場合それぞれにおいて，対象の服が自分
に似合うどうかを被験者に「自分に似合う」，「自分に似合わない」，「判断できない」を選択
してもらった．被験者の評価結果に基づいて，同じ写真において，顔入れ替え機能なしの結
果と顔入れ替え機能ありの結果が違うときだけ，被験者にインタビューを行った．
評価実験とインタビューを行った結果，顔入れ替え機能を利用した場合，モデルから受け

図 7 髪つきの顔入れ替え結果

る影響が少なくなり，被験者はより自分自身が服を着ているイメージが想像しやすくなるこ
とが分かった．そして，被験者は自分が正しい判断ができていると感じていることも分かっ
た．また，顔の傾き，写真の照明処理などが対応していないため，被験者は写真合成したも
のが不自然に見えることがあり，イメージしにくいこともあると指摘された．
被験者たちが自分が服に似合うかどうかを判断する際に，自分の肌色が気になったり，自
分の髪型・髪色を考慮したり，モデルの顔型・髪型を参考したり，モデルの好みがあったり
すると，3人のそれぞれ違う評価結果となり，MyMagazineの結果を参考にする需要度がそ
れぞれが違うことになると分かった．

7. お わ り に

服を着ているイメージが重視されるというインタビューの結果から，顔と服が一体となっ
たビジョンが生まれ，雑誌モデルの顔をユーザの顔写真に変換することで，ユーザが服に
載っている写真を着ているイメージを提供することができるではないという仮説が立てられ
た．そこで，「顔」に着目し，顔画像の置換によって，ユーザが雑誌に載っている服を着て
いるような画像を提供することで，雑誌のパーソナライズを可能にするアプリケーション：
MyMagazineを提案した．
Windowsでアプリケーションを実装した．インタフェースをデザインし，ページをめく
る機能，髪つき・髪なしの顔入れ替え機能，顔入れ替え機能，ヘルプ機能を追加した．違う
ユーザの顔写真による実行を行っていた．
また，写真中のモデルが着ている服が自分に似合うどうかの判断において，MyMagazine

アプリケーションは役に立つかどうかを調べるために，ユーザによる評価を行った．評価
を行った結果，MyMagazineアプリケーションを使用したほうが，自分が服を着ているイ
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メージが想像しやすくなり，より自分が正しい判断ができると思われ，MyMagazineの有
効性を検証することができた．しかし，今回研究はユーザの入力写真に関しては，全部あら
かじめ加工する写真とした．今後の課題として，自動的にユーザ写真を取り入れることが挙
げられる．また，雑誌の写真データの照明条件とユーザお顔写真の照明がマッチしていない
ため，合成した結果不自然になることが避けられない．今後，ユーザの顔写真は雑誌の写真
データの照明条件に合わせることが必要である．
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